
公
益
社
団
法
人 

中
部
日
本
書
道
会
一
宮
支
部

 
第
45
回 

学
生
書
道
展
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長　
　

鷲　

野　

紫　
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▼
会
期　

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
六
日
～
二
十
七
日

▼
会
場　

一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー　

　

一
宮
支
部
学
生
書
道
展
は
今
年
度
、 

第
四
十
五
回
展
と

い
う
記
念
展
と
な
り
ま
し
た
。 

　

例
年
の
賞
に
記
念
賞
が
加
わ
り
、 
展
示
数
が
増
え
る
事

で
、 

会
場
に
も
大
勢
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。 

　

支
部
展
と
の
併
催
に
よ
る
ク
イ
ズ 

「
先
生
の
作
品
の
最

初
の
字
を
書
く
」 

と
い
う
催
し
に
よ
り
、 

学
生
展
に
来
場

す
る
こ
ど
も
達
の
中
に
も
、 

芸
術
と
し
て
の
書
道
に
対
す

る
感
心
も
高
ま
っ
て
来
て
い
る
様
子
が
多
く
見
ら
れ
ま
し

た
。 

　

カ
レ
ン
ダ
ー
書
き
の
イ
ベ
ン
ト
も
、 

混
雑
無
く
、 

楽
し

く
開
催
出
来
ま
し
た
。 

回
を
重
ね
、 

新
鮮
味
が
無
く
な
る

懸
念
の
中
、 

今
年
も
、 

堂
々
と
筆
を
動
か
す
こ
ど
も
達
の

姿
に
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　

書
道
教
室
に
通
っ
て
い
な
い
方
々
も
多
く
来
場
さ
れ
ま

し
た
。 

「
初
め
て
筆
で
字
を
書
い
て
楽
し
か
っ
た
」 

と
か
、 

「
習
っ
て
な
い
け
ど
、
こ
ど
も
に
見
せ
た
く
て
来
ま
し
た
」

と
い
う
お
言
葉
を
頂
き
、 

係
一
同
、 

大
変
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
。 

　

出
品
塾
の
先
生
方
は
元
よ
り
、 

会
場
で
の
展
示
、 

設
営

等
、 

多
く
の
先
生
方
に
御
協
力
頂
き
、 

大
変
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

総
出
品
点
数　

三
、
六
一
七
点

　
　

公
募　
　
　

三
、
五
六
三
点

　
　
　
　

招
待
出
品　
　
　
　
　

六
点

 
 

　
　
　

無
鑑
査　
　
　
　
　

四
八
点

　

展
示
数　
　

一
、
二
三
三
点


